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映像伝送を用いるグループウェアおよびネットワークサービスの一分野として、遠隔地間においてユーザと

その周囲の状況を撮像した映像を常に共有する「メディア空間」(Media Space)が1980年代中頃より提案され

ているが、広く社会に普及しているとはいえない。一方筆者らは、分散オフィス環境にいる勤務者のコミュニケ

ーションを支援するツールとして、メディア空間の一種である「e-office」を開発したが、社内におけるテストユー

ザには好評で既に実験開始より約１年半を経過している。今回筆者らは「e-office」の効果をできる限り定量的

に測定するため、１年以上「e-office」を利用しているグループに対しその利用機能を意図的に制限し、コミュニ

ケーション量の変化を測定する調査を行った。その結果、メディア空間が分散勤務環境にある勤務者間のコミ

ュニケーション促進に有効に機能していることを確認した。 
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 Media Spaces have been proposed since mid-1980’s but yet to be widely adapted to the society. 
However, the “e-office”, a media space application developed by authors for supporting 
communication of distributed workers is well accepted by users and our in-house experiment, 
passed over 18 months, is still very active. The authors recently conducted a test to intentionally 
limit the available function and measured if the amount of communication varies. As a result, we 
have confirmed that Media Space effectively functions to increase communication of distributed 
workers.   
 
 
１１１１....    はじめにはじめにはじめにはじめに    

Local Area Networkや Intranet等の言葉が示

すように、現代の情報通信システムの多くは「ユーザ

が通勤によりオフィスに集合して勤務すること」を前

提としている。しかしながら、「オフィス」および「通

勤」とは１８世紀後半の産業革命において工場管理

事務の効率化のため導入された方式であり、その歴

史は約２００年と、人類の数千年の「仕事」の歴史に

比較すればごく最近の社会現象でしかない。近年の

情報通信技術の発展により集合勤務の必然性は低

下する傾向も指摘されており、筆者らはこれらの先

にある将来のオフィス、未来の勤務形態の姿を模索

している。 
そのひとつの可能性である分散勤務形態は、既

に国際分業ソフトウェア開発プロジェクト、テレコミュ

ーティング（在宅勤務）、社内バーチャル組織（部門

間横断タスクフォース）などによって企業での実施が

見られるが、一方でこれらの勤務形態は勤務者間の

インフォーマルコミュニケーションや偶発的（受動的）

接触機会の減少を招き、結果として組織のフォーマ

ル構造と共に組織運営の重要な要素である「組織内

におけるインフォーマルネットワーク」を分断する[1]
という問題が指摘されている。 
これに対し、メディア空間は「遠隔地から利用でき

る仮想的な会合場所を生成し、その部屋を訪問する

人々に対して、他の人々と共存する感覚(Sense of 
Copresence)を提供する」[2]ことにより、遠隔地の勤

務者間のインフォーマルコミュニケーション形成を支

援する効果が確認されており[3]、分散勤務によるイ

ンフォーマルネットワークの分断を補完する役割が

期待されているが、これまでの試みは実験段階にと

どまっている[4]。 
    
２．開発システム「２．開発システム「２．開発システム「２．開発システム「eeee----officeofficeofficeoffice」の概要」の概要」の概要」の概要    

２．１２．１２．１２．１    システム設計方針システム設計方針システム設計方針システム設計方針 
そこで筆者らは、本システムの開発に際し「一般
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ユーザを対象とし十分な実用性と堅牢性があり、

様々な異なる回線環境からの接続が可能で、処理

が高能率で経済性に優れ、実際の企業等組織の実

態に沿う運用が可能で、かつ privacy violation[5]
などメディア空間に従来指摘された問題を解決した

システム」を実現することを目標とした。その結果、新

しいユーザインタフェースおよび映像通信処理技術

を本システムのために新規開発しその実装を行った。

以下にその概要を報告する。 
  

２．２２．２２．２２．２    固定配置型オフィスメタファの採用固定配置型オフィスメタファの採用固定配置型オフィスメタファの採用固定配置型オフィスメタファの採用    
従来集合勤務者であったユーザの分散勤務環境

へのスムーズな移行を狙い、本システムのユーザイ

ンタフェースには、一般的なオフィス勤務者のオフィ

スに関する空間的記憶[1]を活用した「オフィスメタフ

ァ」を採用し、オフィスにおける各種の概念、記憶、

情景を取り入れるとともに、従来のオフィスにおける

「制約」をも積極的に取り入れることを重視した。「制

約」の例としては、通常のオフィスと同様に全てが固

定配置であり、ユーザの位置はユーザが勝手に変

更できないこと、また原則として全てのユーザが必ず

同じグループの全員の勤務状況映像を見ること、ユ

ーザによってオフィスの見え方が異ならないこと、な

ど で あ り 、 こ れ は ユ ー ザ 間 の 映 像 伝 送 の

Reciprocity（双方向性）を保ち、従来から常に指摘

されてきたメディア空間の問題点である Threat of 
privacy violation 問題を解決する目的を兼ねる。

[6] 
図１に、本システムの基本的ユーザインタフェース

である「オフィスビュー」画面の表示例を示す。 
 

２．３２．３２．３２．３    職制ベースの管理権限レベルの実装職制ベースの管理権限レベルの実装職制ベースの管理権限レベルの実装職制ベースの管理権限レベルの実装    
従来のメディア空間はその実験ユーザのほとんど

が研究者であったことから、ユーザ同士はほぼ「同

僚」という位置付けの場合が多かったと考えられるが、

現実の分散勤務環境においてはユーザ間に職制上

の上下関係が存在する。本システムにおいてもこの

ルールを取り入れたユーザインタフェースが求めら

れる。 
例えば従来の物理オフィスにおいては通常、各勤

務者が使用するデスクの選定については、管理者

か人事担当者等が、業務の内容や役職など職制上

の事柄を参考にして決定し配置しており、一般勤務

者が自ら勝手にこれを決めたり変更したりすることは

不可能である。筆者らは業務組織支援目的の情報

システムである仮想オフィスにおいても、これと同様

の機能および制約を実装することを重要であると考

えている。 
そこで本システムでは、一般ユーザ、オフィスマネ

ージャ（部門内管理者）、およびカンパニーマネージ

ャ（経営者等）の３種の異なる職制モデルに基づくユ

ーザ種別を設け、カンパニーマネージャはユーザの

登録・削除や所属・配置させる部門（部門オフィス領

域）を選定する権限、オフィスマネージャは部門オフ

ィス領域中におけるユーザの個室オフィス領域の位

置などを選択する権限をもたせ、一般勤務者はこれ

らを操作することができないよう設計した。 
 

２．４２．４２．４２．４    ユーザ端末環境を配慮した２種類のユーザ端末環境を配慮した２種類のユーザ端末環境を配慮した２種類のユーザ端末環境を配慮した２種類の GUIGUIGUIGUI    

 本システムのユーザインタフェース表示に専用の

ディスプレイを用いるユーザに対しては「オフィスビュ

ー」、業務用ディスプレイと共用するユーザに対して

は「リストビュー」（図２）の２つの異なるユーザインタ

フェースを用意した。２．２で述べた原則とは異なりユ

ーザの表示順序は２つのGUI間で相違することとな

るが、Reciprocity の維持は保持されている。

 

            

図１

図２ 
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２．５２．５２．５２．５    分散並列メッセージング分散並列メッセージング分散並列メッセージング分散並列メッセージング    
本システムでは勤務状況映像の共有に加えて文

字情報の共有機能も積極的に取り入れ、これについ

てはオフィスメタファにこだわらず各ユーザがユーザ

インタフェース上から簡単に入力し当該ユーザの映

像の近傍に表示され、ユーザ間で情報共有できるよ

うにした。なお本機能は設計当初、ユーザの外出先

や連絡先など簡単な事務連絡の記入を想定してい

たが、社内実験開始後はその想定とは異なりユーザ

間の様々なインフォーマルコミュニケーションのツー

ルとして用いられ始めた[7]ものである。 
 

２．６２．６２．６２．６    メディア空間専用高能率多機能ソフトウェアコメディア空間専用高能率多機能ソフトウェアコメディア空間専用高能率多機能ソフトウェアコメディア空間専用高能率多機能ソフトウェアコ

ーデックーデックーデックーデック    
メディア空間クライアントは多地点からの勤務状況

映像を並行して受信する必要があり本来多くの通信

帯域を必要とする。しかし本システムで想定するユ

ーザ環境の１つに在宅勤務（住居内のホームオフィ

ス等）があり、その場合常時接続ＩＰ回線を必須とす

るとしても、その他の業務アプリケーションの利用に

多くの帯域を必要とすることから、本システムで利用

しうる帯域を平均で約３Ｋｂｐｓから約１０Ｋｂｐｓ程度の

狭帯域に抑える必要があった。（映像を１０秒で１回

更新の場合） そこで本システムにおいてはその映

像圧縮符号化に際して十分に圧縮率を高められる

ことを必要とした。またその他の要件としてフレーム

レートが非常に遅い運用（数分間に１フレームなど）

の場合があるため、予測符号化を用いることが適当

でない。そこで、高圧縮時の画質劣化が少ない

Wavelet 変換とエントロピー符合化を併用したフレ

ーム内符号化方式を本システムのために新規開発

した。さらに本コーデックには人物領域抽出機構を

内蔵し、人物領域をＲＯＩ(Region of Interest)とした

可変量子化制御を行い、人物領域に関しては符号

量を多く、それ以外の部位に関しては符号量を少な

く割り当てる。これにより圧縮率をさらに向上させると

ともに人物領域以外へのプライバシ処理効果を図っ

た[6]。人物領域抽出ではエッジ画像のフレーム間

差分と肌色抽出画像を組み合わせ、動く肌色領域

を検出し、その領域を楕円にモデリングし人物領域

として抽出している。なお、人物領域抽出結果は当

該ユーザの PC に接続されているキーボードやマウ

スの入力検出結果と組み合わせた「マルチモーダル

在席検出」、およびそれを用いたサービス機能であ

る在席状況の自動検出表示や不在経過時間の自

動表示にも利用している[6]。 
 

２．７２．７２．７２．７    サーバ信号処理によるサーバ信号処理によるサーバ信号処理によるサーバ信号処理による多地点映像伝送制御多地点映像伝送制御多地点映像伝送制御多地点映像伝送制御 
本システムでは「オフィスビュー」上に表示する中

型映像（８８Ｘ７２pixels）、「リストビュー」上に表示す

る小型映像（44Ｘ36pixels）および会議室[5]等で表

示し多地点テレビ電話として機能させるための大型

映像（176X144pixels）の３つの異なるフォーマット

の映像を同時に取り扱う必要があるため、各クライア

ントからは常に大型映像（176Ｘ１４４pixels フォーマ

ット）の圧縮符号化映像を送信し、サーバにおいて

小型および中型映像への縮小変換処理を行い各ユ

ーザの利用中画面に適したフォーマット画像を送信

する構成とした。縮小変換は Wavelet 変換係数上

で行い、サーバに搭載したＤＳＰボード（Analog 
Devices 社製 DSP: ADSP-21062 ４個使用のＰＣＩ

ボード）またはメイン CPU とは異なる x86 系別プロ

セッサで当該変換プロセスを処理し、画像変換処理

の負荷がシステム全体制御へ影響することの回避を

狙った。 
 
２．２．２．２．8888    システム全体構成システム全体構成システム全体構成システム全体構成    

本システムはクライアント＆サーバアーキテクチャ

で構成される形態をとる。クライアントはビデオカメラ

を備えたパーソナルコンピュータをハードウェアとし

て用い、Microsoft Windows および Microsoft 
Internet Explorer 上において動作するアプリケー

ションプログラムとして実装した。サーバはＰＣサーバ

をハードウェアとして用い Microsoft Windows 
2000 Server 上において動作するアプリケーション

プログラムである。クライアント・サーバ間はＩＰ

（Internet Protocol）に準拠するネットワークを用い、

通常はＵＤＰプロトコルおよびＴＣＰプロトコルの双方

を用いる。なおこれら構成および動作の詳細につい

ては発表済みであるため[6][7]割愛する。 
    
３３３３    評価実験評価実験評価実験評価実験    

３．１３．１３．１３．１    評価課題評価課題評価課題評価課題    

    本システムの運用実験は２０００年３月頃より開始さ

れたが、それから既に約１年半が経過しており、現

在は実験というより事実上定常運用化されている。

その間ユーザ数も少しずつ増加し、現在は２台の異

なるサーバ（１台は社内事業所間 IP 網に接続、さら

に１台は一般 IP 網に接続）のそれぞれに複数のグ

ループ（仮想オフィス）が収容されている。グループ

の性格としては現在のところ、 （１）かつての同じ職

場の構成員で現在は組織変更や人事異動等により

異なる事業所やフロアに分かれているグループ、

（２）海外ソフトウェア開発拠点と当該拠点に業務を

委託する国内部門のグループ、（３）全く同じ職場

（集合勤務のセクション）であるがパーティションが高

いため直接他勤務者を見渡すこともできない等の理

由から雑談用に本システムを利用するグループ、

（４）同一事業部の開発部門と企画部門（別事業所）

との連絡用、の４種が存在している。 

 これまでの運用継続期間の長さを見ると本システ

ムの効用はユーザおよびその所属部門にそれぞれ
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の形で認知されているようであるが、メディア空間は

もとよりグループウェアシステムの効果測定はそもそ

も非常に困難である[8]ことから、特に評価実験は行

っていなかった。しかしながら研究会でいただいたご

意見に基づき今回はじめて本システムの利用効果

をできる限り確認する目的において以下の評価課題

を設定して評価実験を行った。    

課題１：勤務状況映像の共有がユーザ間のインフォ課題１：勤務状況映像の共有がユーザ間のインフォ課題１：勤務状況映像の共有がユーザ間のインフォ課題１：勤務状況映像の共有がユーザ間のインフォ

ーマルコミュニケーション促進に本当に寄与していーマルコミュニケーション促進に本当に寄与していーマルコミュニケーション促進に本当に寄与していーマルコミュニケーション促進に本当に寄与してい

るのか否か。るのか否か。るのか否か。るのか否か。    

    本システムは主として既存の社内 IP 網を用いて運

用されているのでユーザにとっては新たな通信費用

が直接的には生じないとはいえ、実際にはメディア

空間として機能するための映像伝送には相応のコス

トがかかっているといえる。それは社内 IP ネットワー

クのトラフィック・コストをはじめ、本システムのサーバ

やクライアントソフトウェアを実行するコンピュータ等

に関しては間接的に、また新規に本システムに収容

されることを希望するユーザが CCD カメラを購入す

る費用としては直接的に生じている。 

そこでメディア空間を運用するうえにおいて最もコ

ストに影響する「映像」の有無がインフォーマルコミュ

ニケーションの促進にどの程度影響をもたらすかと

いう課題について、実際に映像機能を停止してコミ

ュニケーション量の変化を測定することにより評価を

行うこととした。測定対象としては２．５で述べた分散

並列メッセージの書き込み（更新）件数とし、測定対

象ユーザはこの書き込みが最も多く見られる上記

（１）のグループ（旧同一職場、現在分散中のメンバ

ー）の仮想オフィスとした。    

課題２課題２課題２課題２    本システムによるインフォーマルコミュニケ本システムによるインフォーマルコミュニケ本システムによるインフォーマルコミュニケ本システムによるインフォーマルコミュニケ

ーション促進が分散勤務者間のインフォーマルネッーション促進が分散勤務者間のインフォーマルネッーション促進が分散勤務者間のインフォーマルネッーション促進が分散勤務者間のインフォーマルネッ

トワーク形成にどの程度役立っているのか。どのよトワーク形成にどの程度役立っているのか。どのよトワーク形成にどの程度役立っているのか。どのよトワーク形成にどの程度役立っているのか。どのよ

うなインフォーマル情報がやりとりされているのか。うなインフォーマル情報がやりとりされているのか。うなインフォーマル情報がやりとりされているのか。うなインフォーマル情報がやりとりされているのか。    

本課題の測定に関しては定量的測定が困難と思

われることから、課題１において評価対象とするユー

ザ１０人へのアンケート調査による主観評価を実施

することとした。課題１の評価対象と同一のユーザに

対して実施する理由は、課題１において測定するコ

ミュニケーション量と、当該ユーザのアンケート回答

結果の相関関係を（将来）分析する目的による。な

お、これらのユーザは既に約１２ヶ月から１７ヶ月（ユ

ーザにより異なる）に渡り本システムを継続利用して

いるため、本システムの効用に関して質問するので

はなく、意図的に本システムのサーバを６日間（就業

日ベース）停止し、いぜん停止中である停止第６日

目にアンケート用紙を配布し、約１週間システムが利

用できなかったことによる変化（不便と感じた主観的

内容）および早急に復旧を望む機能の優先順位に

関して質問することとした。 

    

３．２３．２３．２３．２    課題１の評価課題１の評価課題１の評価課題１の評価    

 ３．１で述べた評価実験対象者（旧同一職場のグ

ループの１０人）の現在の物理的所在について説明

すると、職場１に３名（X 事業所２F）、職場２に３名（X

事業所４F）、さらに別の３名は X 事業所内のそれぞ

れ別職場において勤務、最後の１名は Y 事業所の

別職場に勤務しており、合計２拠点６職場に分散す

る勤務者のグループとなっている。なお、職場１およ

び職場２に勤務する各３名間の物理的距離は、いず

れも非常に近いがパーティションなどにより区切られ

ており直接的に互いに視認できない距離に位置し

ている。なお１０名は全員技術部門出身者であり、年

齢構成としては２０代が２名、３０代が３名、４０代が４

名、５０代が１名であった。 

 このグループが収容されている仮想オフィスに対し

て予告なしに以下の機能停止を突然行った。 

 

・A 期間：通常通り。メッセージ件数の測定開始。 

（図１または図２の状態） なお、通常機能におけ

る動画のフレームレートはユーザの好みに応じた

設定により毎秒２フレームから１分に１フレームま

でユーザにより異なる。 

・B 期間：勤務状況映像の動画を停止し、かわりに

登録静止画（Reciprocity 制御の関係でサーバが

ユーザに動画を送信できない際にかわりに表示さ

せる静止画像で、各ユーザがあらかじめシステム

にアップロードしておく必要がある。自身の写真を

用いるよう推奨しているが、実際にはキャラクタ画

像などを登録するユーザが多い）を表示。 （図３

の状態） 

・C 期間：通常機能に戻す。 

・D 期間：動画も登録静止画も停止し、映像を一

切停止する。 （図４の状態） 

・E,F 期間：通常機能に戻す。 

・G 期間：６日間当該オフィス完全停止。 

・H 期間：通常機能に戻す。 

 

 
図３ 
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図４ 

 

その結果は表１の通りであった。また、全ユーザ合

計のメッセージ件数を１日あたりの件数に換算した

数値の期間ごとの推移を図５に示す。（各期間は原

則月曜から金曜までの５日間としたが、週により４日

勤務および６日勤務の週があったため１日あたりに

換算した。また、一部のユーザはテスト期間中に出

張や外出によりシステムを利用できない期間が生じ

たが、特段の長期間ではなかったため実験の集計

にはこれを反映させなかった。） 以上の結果からメ

ッセージ件数に関していえば、動画が停止した B 期

間の平均１日あたり件数は 23.8 件と、通常運用期間

の平均値である 32.0/日に対して 25.7%の現象であり、

動画静止画とも全く画像がない D 期間の 1 日あたり

件数は19.5件と、通常運用期間から約 39.1%の大幅

な減少となった。以上の結果は映像がメッセージを

発信するきっかけとしてかなりの割合で関連している

こと、および静止画よりも動画のほうがその効果があ

ることを示すものと考えられる。 

 

３．３３．３３．３３．３    課題２の評価課題２の評価課題２の評価課題２の評価 

前述のように、G 期間においては本システムを６日

間完全停止させ、その最後の６日目にアンケート用

紙を E メールにて１０人に送付し、その全員から回答 
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図５ 

を得た。なお、本システムの動作は７日目より復旧さ

せた。 

アンケートにおける質問内容、ユーザ毎の回答結

果の一覧、およびその集計結果を表 2 に示す。 

これによると、コミュニケーションの内容としては

「世間話の発信・受信を含む雑談」の交換がニーズ

として最も高かったこと、同じ部門所属ではないにも

関らず「他ユーザの状況を認知」することに大きな関

心があることなど、本システムがユーザ間のインフォ

ーマルネットワークの重要な情報伝達媒体となって

機能していた状況がうかがわれる。また、復旧を早

急に望む機能としてはその１位にメッセージ機能、2

位にユーザの勤務状況画像があげられており、この

ことから分散勤務者用メディア空間においては映像

を用いた仮想空間の提供だけではなくメッセージを

取り入れることの重要性が明確に現れている。なお、

これらのユーザはいずれも社内 E メールシステムに

よるメッセージ通信が可能であるにもかかわらず、イ

ンフォーマルメッセージの交換には本システムのメッ

セージ機能の利用を望んでいる理由は、本システム

の持つ同報性がその原因であると思われる。 

仕事の息抜き、愚痴がいえる、朝夕のあいさつが

できる、などインフォーマル活動の一種ではあるがか

ならずしもコミュニケーションとはいえない事柄に関

しても高い合計点数が集計されており、メディア空間

による仮想オフィスがもつ様々な可能性を示してい

ると考えられる。

 

表１ （各期間におけるメッセージ登録件数） 
A期間 B期間 C期間 D期間 E期間 F期間 H期間 合計 順位 １日あたり Normal 1日あたり NT/T比

6/25-6/29 7/2-7/6 7/9-7/137/16-7/197/23-7/277/30-8/48/22-8/28 (T) 期間合計 (NT)
実働５日 実働５日 実働５日 実働４日 実働５日 実働６日 実働５日 実働３５日 実働２６日
Normal 動画なし Normal 静止画もなしNormal Normal 復旧後

User 1 2 6 3 3 9 12 3 38 9 1.085714 29 1.115385 1.027328
User 2 5 8 8 1 5 9 4 40 8 1.142857 31 1.192308 1.043269
User 3 14 9 16 11 12 9 12 83 6 2.371429 63 2.423077 1.021779
User 4 16 21 13 7 20 30 19 126 3 3.6 98 3.769231 1.047009
User 5 0 2 0 0 2 0 0 4 10 0.114286 2 0.076923 0.673077
User 6 16 15 15 13 9 52 43 163 2 4.657143 135 5.192308 1.114913
User 7 49 26 43 24 45 57 69 313 1 8.942857 263 10.11538 1.131113
User 8 15 10 12 3 26 20 22 108 5 3.085714 95 3.653846 1.184117
User 9 8 6 4 7 4 11 1 41 7 1.171429 28 1.076923 0.919325
User 10 13 16 19 9 18 16 23 114 4 3.257143 89 3.423077 1.050945

138 119 133 78 150 216 196 1030 29.42857 833 32.03846 1.088686
27.6 23.8 26.6 19.5 30 36 39.2 29.42857 32.03846

Nummber
of Posted
Message
by User

Total
PerDay

期間
2001年
日数

Status
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表 2（アンケート集計結果）
Q 1 　 停 止 し て か ら ど う 感 じ ま し た か ？ U s e r1 U s e r2 U s e r3 U s e r4 U s e r5 U s e r6 U s e r7 U s e r8 U s e r9 U s e r1 0 点 数 合 計 順 位

雑 談 相 手 が い な い 3 2 3 3 0 3 2 3 2 2 2 3 3

仕 事 上 の 相 談 相 手 が い な い 0 0 1 0 0 0 0 1 0 2 4 1 9

社 内 の 情 報 が は い ら な い 1 0 1 2 0 1 0 1 0 2 8 1 4

社 内 の 情 報 を 伝 え る 相 手 が い な 1 0 2 2 0 2 1 1 1 1 1 1 1 1

世 間 話 が は い ら な い 3 2 3 3 2 2 2 2 3 2 2 4 1

世 間 話 を 伝 え る 相 手 が い な い 2 2 3 3 1 3 2 2 3 3 2 4 1

他 ユ ー ザ の 気 持 ち が わ か ら な い 1 0 2 2 0 2 0 1 3 1 1 2 1 0

他 ユ ー ザ の 状 況 が わ か ら な い 2 3 3 3 1 2 1 2 3 2 2 2 4

業 務 連 絡 に さ し さ わ り が あ る 0 0 2 1 0 0 0 2 1 1 7 1 6

仕 事 の は り あ い が な い 0 1 1 2 0 1 1 1 0 2 9 1 3

仕 事 に 気 合 が は い ら な い 0 0 1 2 0 1 1 1 0 2 8 1 4

気 分 が 引 き 締 ま ら な い 0 0 0 2 0 0 0 1 0 2 5 1 8

仕 事 の 息 抜 き が な い 3 2 3 3 0 3 2 2 2 2 2 2 4

愚 痴 が い え な い 0 2 3 3 0 1 2 2 3 2 1 8 7

つ ま ら な い 2 3 1 3 0 2 3 2 2 1 1 9 6

さ び し い 2 3 2 3 0 1 0 1 1 2 1 5 8

苦 し い 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2 2 2

困 る 0 1 1 3 0 0 0 3 1 1 1 0 1 2

朝 夕 の 挨 拶 を す る 場 が な い 2 0 2 2 0 0 2 1 3 3 1 5 8

ス トレ ス が 高 ま る 0 1 0 3 0 2 0 0 0 1 7 1 6

自 分 の 居 場 所 を 失 っ た 0 0 0 1 0 1 0 0 0 2 4 1 9

自 分 の 存 在 意 義 が 低 下 し た 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 4 1 9

U s e r毎 の 点 数 合 計 2 2 2 2 3 4 4 8 4 2 9 2 1 2 9 2 8 3 6

上 記 点 数 合 計 に 関 す る 順 位 7 7 3 1 1 0 4 9 4 6 2

点 数 合 計 順 位

ユ ー ザ の 画 像 2 2 4 5 2 4 3 4 2 5 3 3 2

勤 務 状 況 定 型 メ ッセ ー ジ 3 4 3 3 5 2 5 3 3 0 3 1 3

メ ッ セ ー ジ （自 由 入 力 文 章 ） 5 5 5 4 3 5 4 5 5 4 4 5 1

不 在 時 間 経 過 時 間 0 0 2 1 1 1 2 2 1 1 1 1 5

伝 言 板 4 3 1 2 4 3 1 1 4 3 2 6 4

訪 問 者 の 表 示 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2 4 6

（上 記 の 得 点 ）３ ：か な り 感 じ た 　 ２ ：少 し 感 じ た 　 １ ：い わ れ れ ば そ う感 じ た 　 ０ ：感 じ な い

Q 2　早 急 に 復 旧 し て ほ し い 機 能 の 優 先 順 位 は ？

（上 記 の 得 点 ）優 先 順 位 と し て 、 ５点 、 ４点 、 ３点 、 ２点 、 １点 、 ０点 の 順  
 

 

４．おわりに４．おわりに４．おわりに４．おわりに    

メディア空間による分散勤務者用コミュニケーショ

ン支援システムの実現に向けて、コーデックや映像

配信制御などの要素技術から、制限つき固定配置

型オフィスメタファや職制準拠管理権限レベルの実

装など新規 CHI 技術まで、多くの技術資源を投入

して開発を実施した。折しもホームオフィスなど家庭

内 telecommuting 環境での常時接続 IP 回線の

availability が現実のものとなりつつあるいま、メデ

ィア空間の研究者が実用化に向けて邁進すべき時

期が近づきつつあると感じる。  
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